
(57)【要約】

【課題】合成樹脂製保持器の機械的強度及び耐疲労性を

向上させ、信頼性が高く、高速用途にも十分に耐え得る

転がり軸受を提供する。

【解決手段】少なくとも内輪、外輪、合成樹脂製保持器

及び転動体からなる転がり軸受において、前記合成樹脂

製保持器が、異形断面を有するガラス繊維を１０～４０

質量％含有するガラス繊維強化合成樹脂からなることを

特徴とする転がり軸受。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 内 輪 、 外 輪 、 合 成 樹 脂 製 保 持 器 及 び 転 動 体 か ら な る 転 が り 軸 受 に お い て 、 前
記 合 成 樹 脂 製 保 持 器 が 、 異 形 断 面 を 有 す る ガ ラ ス 繊 維 を １ ０ ～ ４ ０ 質 量 ％ 含 有 す る ガ ラ ス
繊 維 強 化 合 成 樹 脂 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 転 が り 軸 受 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 合 成 樹 脂 製 保 持 器 を 備 え る 転 が り 軸 受 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 合 成 樹 脂 製 保 持 器
の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 転 が り 軸 受 の 合 成 樹 脂 製 保 持 器 に は 、 ナ イ ロ ン ６ ６ 、 ナ イ ロ ン ４ ６ 等 の ポ リ ア ミ
ド 樹 脂 や ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド 樹 脂 に 、 直 径 が 十 数 μ ｍ の 断 面 円 形 の ガ ラ ス 繊 維 を
強 化 材 と し て 配 合 し た ガ ラ ス 繊 維 強 化 合 成 樹 脂 が 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ０ ０ １ ２ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 機 器 の 高 速 化 や 高 性 能 化 に 伴 い 、 転 が り 軸 受 に は 高 速 化 等 の 要 求 さ れ て い る が 、 特 に 針
状 こ ろ 軸 受 で は 、 軸 受 の 負 荷 容 量 を 優 先 す る と 、 針 状 こ ろ を で き る だ け 数 多 く 配 置 し 、 更
に こ ろ 長 を で き る だ け 長 く し な け れ ば な ら な い 。 そ の た め 、 例 え ば 図 ８ に 針 状 こ ろ 軸 受 の
保 持 器 の 一 例 を 示 す が 、 合 成 樹 脂 製 保 持 器 ７ の 柱 部 ７ ａ が 細 長 く な り 、 肉 薄 に な っ て し ま
う 。 こ の 薄 肉 部 分 は 、 使 用 に 伴 う 繰 返 し 応 力 を 受 け 、 疲 労 に よ っ て 機 械 的 強 度 の 低 下 が 大
き く 、 破 断 等 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る 。 特 に 、 転 動 体 が 収 納 さ れ る ポ ケ ッ ト の 角 部 は 応
力 が 集 中 し や す く 、 そ の 危 険 度 が 一 層 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ガ ラ ス 繊 維 の 含 有 量 を 増 す こ と で 合 成 樹 脂 製 保 持 器 の 強 度 を 高 め る こ と も で き る が 、 成
形 性 や 形 状 保 持 性 等 か ら ガ ラ ス 繊 維 の 含 有 量 は 一 般 に 保 持 器 全 量 の ４ ０ 質 量 ％ 程 度 が 限 界
と さ れ て お り 、 ガ ラ ス 繊 維 の 含 有 量 に よ る こ れ 以 上 の 増 強 に は 余 地 が 無 い 状 況 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 合 成 樹 脂
製 保 持 器 の 機 械 的 強 度 及 び 耐 疲 労 性 を 向 上 さ せ 、 信 頼 性 が 高 く 、 高 速 用 途 に も 十 分 に 耐 え
得 る 転 が り 軸 受 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 少 な く と も 内 輪 、 外 輪 、 合 成 樹 脂 製 保 持 器 及
び 転 動 体 か ら な る 転 が り 軸 受 に お い て 、 前 記 合 成 樹 脂 製 保 持 器 が 、 異 形 断 面 を 有 す る ガ ラ
ス 繊 維 を １ ０ ～ ４ ０ 質 量 ％ 含 有 す る ガ ラ ス 繊 維 強 化 合 成 樹 脂 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 転
が り 軸 受 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 転 が り 軸 受 は 、 保 持 器 に 含 有 さ れ る 異 形 断 面 を 有 す る ガ ラ ス 繊 維 が 、 従 来 の 断
面 円 形 の ガ ラ ス 繊 維 に 比 べ て 折 れ 難 く 、 高 強 度 で あ る こ と か ら 、 保 持 器 と し て も 従 来 に 比
べ て 機 械 的 強 度 や 耐 疲 労 性 等 が 向 上 す る た め 、 従 来 使 用 が で き な か っ た 高 速 用 途 等 へ の 適
用 が 可 能 と な り 、 特 に 針 状 こ ろ 軸 受 に 適 用 し た 場 合 に 顕 著 な 改 善 効 果 が 見 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 以 下 、 本 発 明 に 関 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 転 が り 軸 受 の 一 実 施 形 態 で あ る 玉 軸 受 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ の 玉 軸
受 は 、 内 輪 軌 道 面 １ を 有 す る 内 輪 ２ 、 外 輪 軌 道 面 ３ を 有 す る 外 輪 ３ 、 転 動 体 で あ る 玉 ５ 、
そ の 玉 ５ を 等 配 で 分 割 し て 配 置 す る 保 持 器 ７ と 、 さ ら に 軸 受 内 へ の 異 物 侵 入 を 防 止 す る シ
ー ル ６ で 構 成 さ れ る 。 こ の シ ー ル ６ は 、 冷 延 鋼 板 に 亜 鉛 メ ッ キ 等 を 施 し た も の で 形 成 し た
金 属 製 の 内 輪 非 接 触 タ イ プ の も の か ら 、 同 種 の 鋼 板 を 芯 金 と し 、 周 辺 部 に 弾 性 材 を 配 設 し
た ゴ ム シ ー ル タ イ プ （ 内 輪 非 接 触 、 内 輪 接 触 ） で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 保 持 器 ７ は 後 述 さ れ る ガ ラ ス 繊 維 強 化 合 成 樹 脂 か ら な り 、 例 え ば 図 ２ に 示 さ れ る 冠 型 保
持 器 と す る こ と が で き る 。 図 示 さ れ る 冠 型 保 持 器 は 、 円 環 状 の 主 部 ８ と 、 こ の 主 部 ８ の 片
面 に 設 け ら れ 、 周 方 向 に 等 間 隔 で 配 置 さ れ た 複 数 の 弾 性 片 １ ０ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 互
い に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 一 対 の 弾 性 片 １ ０ の 間 に は 、 図 示 し な い 玉 を 転 動 自 在 に 保 持
す る 複 数 の ポ ケ ッ ト ９ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 玉 軸 受 以 外 に も 種 々 の 転 が り 軸 受 に 適 用 で き 、 例 え ば 図 ３ に 示 す ア ン ギ
ュ ラ 玉 軸 受 に も 適 用 で き る 。 図 示 さ れ る ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 は 、 内 輪 ２ と 外 輪 ４ と の 間 に 、
玉 ５ が 、 後 述 さ れ る ガ ラ ス 繊 維 強 化 合 成 樹 脂 製 の 保 持 器 ７ に よ り 保 持 さ れ て い る 。 尚 、 保
持 器 ７ の 具 体 例 と し て 、 図 ４ 及 び 図 ５ 等 を 例 示 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 円 錐 こ ろ 軸 受 や 円 筒 こ ろ 軸 受 に も 適 用 で き 、 例 え ば 図 ６ ま た は 図 ７ に 示 す 形 状 を
有 し 、 後 述 さ れ る ガ ラ ス 繊 維 強 化 合 成 樹 脂 製 の 保 持 器 ７ が 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 針 状 こ ろ 軸 受 に も 適 用 で き 、 図 ８ に 示 し た 形 状 を 有 し 、 後 述 さ れ る ガ ラ ス 繊 維 強
化 合 成 樹 脂 製 の 保 持 器 ７ が 組 み 込 ま れ る 。 ま た 、 針 状 こ ろ 軸 受 用 保 持 器 と し て 、 図 ９ に 示
す よ う な ス ラ ス ト 針 状 こ ろ 軸 受 用 保 持 器 ７ を 後 述 さ れ る ガ ラ ス 繊 維 強 化 合 成 樹 脂 で 形 成 し
て も よ い 。 尚 、 こ の 保 持 器 ７ は 、 円 環 状 本 体 ７ ａ と 、 針 状 こ ろ （ 図 示 せ ず ） を 保 持 す る た
め に 円 環 状 本 体 ７ ａ の 周 方 向 に 複 数 形 成 さ れ た ポ ケ ッ ト ７ ｂ と 、 各 ポ ケ ッ ト ７ ｂ の 間 に 形
成 さ れ た 柱 部 ７ ｃ と を 備 え る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 各 保 持 器 ７ の 柱 部 ７ ａ 、 ７ ｃ が 細 長 く 肉
薄 に な っ て も 、 十 分 な 強 度 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 各 保 持 器 ７ を 形 成 す る ガ ラ ス 繊 維 強 化 合 成 樹 脂 は 、 樹 脂 と し て 、 耐 熱 性 を 考 慮 し
て 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド 樹 脂 、 芳 香 族 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド ４ ６ 、 ポ リ ア
ミ ド ６ ６ 等 を 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。 ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド 樹 脂 は 吸 水 性 が 低
く 、 耐 熱 性 に 優 れ 、 ま た 成 形 性 が 良 好 で あ る こ と か ら 、 低 吸 水 性 で 寸 法 安 定 性 に 優 れ 、 １
５ ０ ～ １ ８ ０ ℃ の 高 温 で 使 用 可 能 な 保 持 器 を 射 出 成 形 に よ り 低 コ ス ト で 形 成 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 芳 香 族 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 は 、 高 融 点 、 高 強 度 を 有 し 、 １ ２ ０ ～ １ ４ ０ ℃ と い う
高 温 で の 使 用 が 可 能 で あ る 。 一 方 、 ポ リ ア ミ ド ４ ６ も １ ２ ０ ～ １ ４ ０ ℃ の 耐 熱 性 を 有 し 、
樹 脂 自 体 の 衝 撃 強 度 ・ 耐 疲 労 性 が 高 く 、 保 持 器 の 破 損 に 対 し て 信 頼 性 が 向 上 し て 好 ま し い
。 ポ リ ア ミ ド ６ ６ は 、 耐 熱 性 は １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ℃ で あ る が 、 衝 撃 強 度 、 耐 疲 労 性 等 の バ ラ
ン ス が よ く 、 材 料 コ ス ト が 低 い た め 、 使 用 環 境 に よ っ て は 最 も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら 樹 脂 の 分 子 量 は 、 ガ ラ ス 繊 維 含 有 状 態 で 射 出 成 形 で き る 範 囲 、 具 体 的 に は 数 平 均
分 子 量 で １ ３ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ０ 、 よ り 好 ま し く は 衝 撃 強 度 等 の 機 械 的 強 度 や 成 形 性 を 考
慮 す る と 、 数 平 均 分 子 量 で １ ８ ０ ０ ０ ～ ２ ６ ０ ０ ０ の 範 囲 で あ る 。 数 平 均 分 子 量 が １ ３ ０
０ ０ 未 満 の 場 合 は 分 子 量 が 低 す ぎ て 機 械 的 強 度 が 低 く な り 、 実 用 性 が 低 い 。 そ れ に 対 し て
数 平 均 分 子 量 が ３ ０ ０ ０ ０ を 越 え る 場 合 は 、 ガ ラ ス 繊 維 を 本 発 明 で 規 定 す る 含 有 量 １ ０ ～
４ ０ 質 量 ％ 含 ま せ る と 、 溶 融 粘 度 が 高 く な り す ぎ 、 保 持 器 を 精 度 良 く 射 出 成 形 で 製 造 す る
こ と が 難 し く な り 、 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 上 記 樹 脂 に は 、 補 強 材 と し て ガ ラ ス 繊 維 が 配 合 さ れ る が 、 本 発 明 で は 異 形 断 面 を 有 す る
ガ ラ ス 繊 維 を 用 い る 。 断 面 形 状 は 円 形 で な け れ ば よ く 、 例 え ば ま ゆ 形 、 楕 円 、 長 円 等 が 挙
げ ら れ る 。 好 ま し く は 、 異 形 比 （ 長 径 部 と 短 径 部 と の 比 率 ） が １ ． ５ ～ ５ で あ る ガ ラ ス 繊
維 で あ り 、 ２ ～ ４ で あ る ガ ラ ス 繊 維 が よ り 好 ま し い 。 異 形 比 が １ ． ５ 未 満 で は 機 械 的 強 度
の 向 上 等 の 効 果 が 少 な く 、 異 形 比 が ５ を 越 え る と 扁 平 す ぎ て 安 定 し て 製 造 す る の が 難 し く
な る 。 ま た 、 短 径 部 は ５ ～ １ ２ μ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 短 径 部 が ５ μ ｍ 未 満 で は 細 す
ぎ て 製 造 時 に 破 断 、 破 損 す る た め 、 低 コ ス ト で 安 定 し た 品 質 を 保 つ の が 難 し く 、 実 用 的 性
が 低 い 。 一 方 、 短 径 部 が １ ２ μ ｍ を 越 え る 場 合 は 、 異 形 比 を 考 慮 す る と 繊 維 が 太 す ぎ 、 樹
脂 中 で の 分 散 性 に 劣 る よ う に な り 、 樹 脂 部 ４ ３ に 強 度 ム ラ が 発 生 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 異 形 断 面 を 有 す る ガ ラ ス 繊 維 の 含 有 量 は 、 ガ ラ ス 繊 維 強 化 樹 脂 組 成 物 全 量 の １ ０ ～ ４ ０
質 量 ％ で あ り 、 好 ま し く は １ ５ ～ ３ ０ 質 量 ％ で あ る 。 含 有 率 が １ ０ 質 量 ％ 未 満 で は 補 強 効
果 が 少 な く 、 ４ ０ 質 量 ％ を 越 え る 場 合 は 成 形 性 が 低 下 す る 可 能 性 が 高 く な り 、 そ れ ぞ れ 好
ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 で 用 い る 異 形 断 面 を 有 す る ガ ラ ス 繊 維 は 、 従 来 の 円 形 断 面 の ガ ラ ス 繊 維 に 比 べ て
折 れ 難 く 、 ベ ー ス 樹 脂 と 混 練 し 、 射 出 成 形 し た 時 に 円 形 断 面 の ガ ラ ス 繊 維 に 比 べ て 長 い 状
態 で 樹 脂 中 に 分 散 す る 。 そ の た め 、 同 一 含 有 量 で 比 較 す る と 、 円 形 断 面 の ガ ラ ス 繊 維 に 比
べ て 、 保 持 器 ７ の 機 械 的 強 度 や 寸 法 安 定 性 を 高 め る 効 果 に 優 れ る 。 ま た 、 異 形 断 面 を 有 す
る ガ ラ ス 繊 維 は 、 成 形 時 に 保 持 器 ７ の 表 面 と 平 行 に 面 を な す よ う に 配 向 す る た め 、 保 持 器
７ が 部 分 的 に 高 面 圧 と な っ て も 摩 耗 が 発 生 し 難 く な り 、 更 に 短 径 部 方 向 に も 若 干 の 補 強 効
果 が 現 わ れ る た め 、 吸 水 に よ る 寸 法 変 化 を 抑 え る 効 果 も 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 異 形 断 面 を 有 す る ガ ラ ス 繊 維 は 、 ベ ー ス 樹 脂 と の 接 着 性 を 考 慮 し て 、 片 末 端 に エ
ポ キ シ 基 や ア ミ ノ 基 等 を 有 す る シ ラ ン カ プ ッ リ ン グ 剤 、 あ る い は エ ポ キ シ 系 、 ウ レ タ ン 系
、 ア ク リ ル 系 等 の サ イ ジ ン グ 剤 で 表 面 処 理 し た も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 シ ラ ン カ ッ
プ シ ン グ 剤 や サ イ ジ ン グ 剤 は 、 ベ ー ス 樹 脂 の 種 類 に 応 じ て 選 択 さ れ 、 例 え ば 、 エ ポ キ シ 基
や ア ミ ノ 基 等 を 有 す る シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 は 、 エ ポ キ シ 基 や ア ミ ノ 基 が ポ リ ア ミ ド 樹 脂
の ア ミ ド 結 合 に 作 用 し て 補 強 効 果 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 異 形 断 面 を 有 す る ガ ラ ス 繊 維 は 、 得 ら れ る 保 持 器 ７ に お い て 、 ３ ０ ０ ～ ９ ０ ０ μ ｍ の 繊
維 長 を 有 す る こ と が 好 ま し く 、 ３ ５ ０ ～ ６ ０ ０ μ ｍ の 繊 維 長 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
繊 維 長 が ３ ０ ０ μ ｍ 未 満 で は 、 補 強 効 果 及 び 寸 法 安 定 効 果 が 少 な く 、 好 ま し く な い 。 一 方
、 ベ ー ス 樹 脂 と の 混 練 、 成 形 を 行 う 過 程 で ９ ０ ０ μ ｍ を 越 え る よ う な 長 い 繊 維 状 態 を 維 持
す る の は 困 難 で あ り 、 繊 維 長 の 上 限 は 製 造 工 程 に 由 来 し て 設 定 し た 値 で あ る 。 こ の よ う な
繊 維 長 と す る に は 、 混 練 条 件 や 成 形 条 件 を 調 整 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 異 形 断 面 を 有 す る ガ ラ ス 繊 維 の 一 部 を 、 炭 素 繊 維 等 の 他 の 繊 維 状 補 強 材 、 あ る い
は チ タ ン 酸 カ リ ウ ム ウ ィ ス カ ー 等 の ウ ィ ス カ ー 状 補 強 材 で 代 替 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 樹 脂 に は 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク や ベ ン ガ ラ 等 の 着 色 剤 等 を 添 加 し て も よ く 、 成 形 時 及 び 使
用 時 の 熱 に よ る 劣 化 を 防 止 す る た め に ヨ ウ 化 物 系 熱 安 定 剤 や ア ミ ン 系 酸 化 防 止 剤 を 、 そ れ
ぞ れ 単 独 あ る い は 併 用 し て 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 耐 衝 撃 性 を 改 善 す る エ チ レ ン
プ ロ ピ レ ン 非 共 役 ジ エ ン ゴ ム （ EPDM） 等 の ゴ ム 状 物 質 を 別 途 添 加 し て も よ い 。 尚 、 こ れ ら
添 加 剤 の 添 加 量 は 、 本 発 明 の 効 果 を 損 な わ な い 範 囲 で 適 宜 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の ガ ラ ス 繊 維 強 化 合 成 樹 脂 の 調 製 方 法 、 並 び に 保 持 器 へ の 成 形 方 法 に は 制 限 が な く
、 そ れ ぞ れ 従 来 の 方 法 に 従 う こ と が で き る 。 成 形 方 法 と し て は 、 生 産 性 を 考 慮 す る と 射 出
成 形 が 好 ま し い 。
【 実 施 例 】
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【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 ポ リ ア ミ ド ６ ６ （ Ｐ Ａ ６ ６ ） （ 宇 部 興 産 （ 株 ） 製 「 Ｕ Ｂ Ｅ ナ イ ロ ン ２ ０ ２ ０ Ｕ 」 、 ヨ ウ
化 銅 系 添 加 剤 含 有 ） ７ ０ 質 量 ％ と 、 断 面 ま ゆ 型 の ガ ラ ス 繊 維 （ 日 東 紡 績 （ 株 ） 製 「 Ｃ Ｓ Ｈ
　 ３ Ｐ Ａ － ８ ７ ０ 」 、 異 形 比 ２ 、 短 径 部 １ ０ μ ｍ 、 ウ レ タ ン 系 サ イ ジ ン グ 剤 処 理 ） ３ ０ 質
量 ％ と を 混 練 し て 成 形 材 料 を 調 製 し た 。 こ の 成 形 材 料 を 成 形 し て 試 験 片 と し 、 引 張 強 度 及
び ア イ ゾ ッ ト 衝 撃 強 度 を 測 定 し た 。 尚 、 引 張 強 度 の 測 定 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ７ １ １ ３ に 準 拠 し 、
ア イ ゾ ッ ト 衝 撃 強 度 の 測 定 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ７ １ １ ０ に 準 拠 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 ポ リ ア ミ ド ４ ６ （ Ｐ Ａ ４ ６ ） （ Ｄ Ｊ Ｅ Ｐ 社 製 「 Ｓ ｔ ａ ｎ ｙ ｌ 　 Ｔ Ｗ ３ ４ １ 」 、 銅 系 添 加
剤 含 有 ） ７ ０ 質 量 ％ と 、 断 面 長 円 形 の ガ ラ ス 繊 維 （ 日 東 紡 績 （ 株 ） 製 「 Ｃ Ｓ Ｇ 　 ３ Ｐ Ａ －
８ ２ ０ 」 、 異 形 比 ４ 、 短 径 部 ７ μ ｍ 、 ウ レ タ ン 系 サ イ ジ ン グ 剤 処 理 ） ３ ０ 質 量 ％ と を 混 練
し て 成 形 材 料 を 調 製 し た 。 こ の 成 形 材 料 を 成 形 し て 試 験 片 と し 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 引
張 強 度 及 び ア イ ゾ ッ ト 衝 撃 強 度 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 実 施 例 ３ ）
　 直 鎖 型 ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド （ Ｌ － Ｐ Ｐ Ｓ ） （ ポ リ プ ラ ス チ ッ ク ス （ 株 ） 製 「 フ
ォ ー ト ロ ン ０ ２ ２ ０ Ａ ９ 」 ） ７ ０ 質 量 ％ と 、 断 面 長 円 形 の ガ ラ ス 繊 維 （ 日 東 紡 績 （ 株 ） 製
「 Ｃ Ｓ Ｇ 　 ３ Ｐ Ａ － ８ ２ ０ 」 、 異 形 比 ４ 、 短 径 部 ７ μ ｍ 、 ウ レ タ ン 系 サ イ ジ ン グ 剤 処 理 ）
２ ５ 質 量 ％ と を 混 練 し て 成 形 材 料 を 調 製 し た 。 こ の 成 形 材 料 を 成 形 し て 試 験 片 と し 、 実 施
例 １ と 同 様 に し て 引 張 強 度 及 び ア イ ゾ ッ ト 衝 撃 強 度 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 比 較 例 １ ）
　 ポ リ ア ミ ド ６ ６ （ Ｐ Ａ ６ ６ ） （ 宇 部 興 産 （ 株 ） 製 「 Ｕ Ｂ Ｅ ナ イ ロ ン ２ ０ ２ ０ Ｕ 」 、 ヨ ウ
化 銅 系 添 加 剤 含 有 ） ７ ０ 質 量 ％ と 、 断 面 が 直 径 １ ３ μ ｍ の 円 形 の ガ ラ ス 繊 維 ３ ０ 質 量 ％ と
を 混 練 し て 成 形 材 料 を 調 製 し た 。 こ の 成 形 材 料 を 成 形 し て 試 験 片 と し 、 実 施 例 １ と 同 様 に
し て 引 張 強 度 及 び ア イ ゾ ッ ト 衝 撃 強 度 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 比 較 例 ２ ）
　 ポ リ ア ミ ド ４ ６ （ Ｐ Ａ ４ ６ ） （ DJEP社 製 「 Stanyl TW341」 、 銅 系 添 加 剤 含 有 ） ７ ０ 質 量
％ と 、 断 面 が 直 径 １ ３ μ ｍ の 円 形 の ガ ラ ス 繊 維 ３ ０ 質 量 ％ と を 混 練 し て 成 形 材 料 を 調 製 し
た 。 こ の 成 形 材 料 を 成 形 し て 試 験 片 と し 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 引 張 強 度 及 び ア イ ゾ ッ ト
衝 撃 強 度 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 比 較 例 ３ ）
　 直 鎖 型 ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド （ Ｌ － Ｐ Ｐ Ｓ ） （ ポ リ プ ラ ス チ ッ ク ス （ 株 ） 製 「 フ
ォ ー ト ロ ン ０ ２ ２ ０ Ａ ９ 」 ） ７ ０ 質 量 ％ と 、 断 面 が 直 径 １ ３ μ ｍ の 円 形 の ガ ラ ス 繊 維 ３ ０
質 量 ％ と を 混 練 し て 成 形 材 料 を 調 製 し た 。 こ の 成 形 材 料 を 成 形 し て 試 験 片 と し 、 実 施 例 １
と 同 様 に し て 引 張 強 度 及 び ア イ ゾ ッ ト 衝 撃 強 度 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 Ｐ Ａ ４ ６ 、 Ｐ Ａ ６ ６ 及 び Ｌ － Ｐ Ｐ Ｓ ） の い ず れ も 、 断 面 円 形
の ガ ラ ス 繊 維 に 代 え て 異 形 断 面 を 有 す る ガ ラ ス 繊 維 を 配 合 す る こ と で 、 機 械 的 強 度 が 向 上
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し て い る 。 こ の こ と か ら 、 転 が り 軸 受 の 保 持 器 と し て 使 用 し た 場 合 、 耐 久 性 が 向 上 し 、 従
来 使 用 で き な か っ た 高 速 用 途 等 へ の 適 用 が 可 能 に な る こ と が わ か る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 転 が り 軸 受 の 一 例 （ 玉 軸 受 ） を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 玉 軸 受 に 組 み 込 ま れ る 保 持 器 の 一 例 （ 冠 型 保 持 器 ） を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 転 が り 軸 受 の 他 の 例 （ ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 ） を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 に 組 み 込 ま れ る 保 持 器 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に 示 す ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 に 組 み 込 ま れ る 保 持 器 の 他 の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 保 持 器 の 他 の 例 （ 円 錐 こ ろ 軸 受 用 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 保 持 器 の 更 に 他 の 例 （ 円 筒 こ ろ 軸 受 用 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 保 持 器 の 更 に 他 の 例 （ 針 状 こ ろ 軸 受 用 ） を 示 す 上 面 図 （ Ａ ） 及 び 側 面 図 （ Ｂ ） で
あ る 。
【 図 ９ 】 保 持 器 の 更 に 他 の 例 （ ス ラ ス ト 針 状 こ ろ 軸 受 用 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ 　 内 輪 軌 道 面
２ 　 内 輪
３ 　 外 輪 軌 道 面
４ 　 外 輪
５ 　 玉
６ 　 シ ー ル
７ 　 保 持 器
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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